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3. グラウチング計画・設計・施工 

3.1 コンソリデーショングラウチング 
3.1.1 施工範囲 
施工範囲は基礎掘削による岩盤のゆるみの影響が考えられる堤趾導水路の基礎を含むダム敷

全域にわたっておこなうこととする。なおマサ部は、フーチングの基礎を含め岩盤部より広範囲

に施工する。 

 

3.1.2 改良目標値 
コンソリデーショングラウチングの改良目標値は、重力式コンクリートで 5Lu～10Lu としてい

る例が多いこと、基礎処理をおこなうマサは常時満水位より上位標高にあることから以下のよう

に設定した。 

   岩盤部 5Lu 

   マサ部 10Lu 

 

3.1.3 施工時期 
リーク防止および改良効果を高める目的から、施工時期はカバーコンクリート 3.0m 打設後と

する。 

 

3.1.4 孔の配置及び深さ 
孔配置、類似地質の岩盤（花崗岩類）の他ダムの実績を参考にして設定した。 

   岩盤部 ： 5m 格子中央 1点  (規定 2次孔 孔間隔 3.54m） 

   マサ部 ：2.5m 格子中央 1点  (規定 3次孔 孔間隔 1,77m） 

孔深度は、高透水ゾーンが 5～10m 程度の厚さに分布していることを考慮して 10m とする。 
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3.2 カーテングラウチング 
3.2.1  施工範囲 
1)堤体部 

河床最大断面の深度範囲は、改良目標値 2Lu に達する範囲と経験式を考慮して 35m 程度と

した。 

また、左右岸部の堤体基礎では河床部と同様に 20Lu 以上のところはすべて施工範囲とし

た。 

 

【経験式による深さ】 

 ①d＝H1/3＋Ｃ 

   ＝65/3＋8＝29.7m 

 ここに、d：：孔深(m) 

     H1：孔の上のダム高(m) 

     C：定数(8～25m) 

 ②d＝αH2 

   ＝(0.5～1.0)×61.2＝29.7m 

 ここに、H2：ダム最大水深(m) 

     C：定数(0.5～1.0m) 

 

2)左岸リム部 

  左岸リム部の奥行き方向の止水範囲は地下水位とサーチャージ水位との交点までとする。

（J1 から尾根沿いに 210m 付近まで） 

 

3)右岸リム部 

  右岸岸リム部の奥行き方向の止水範囲は地下水位とサーチャージ水位との交点までとす

る。（右岸端部から 160m 程度） 

 

 

3.2.2  改良目標値 
 カーテングラウチングによる改良目標値は、当初計画では一律 2Lu とした。 

 施工段階において見直しをおこない、ダム高の 1/2（7st）以深は改良目標値を 6Lu に設定し

た。 

 

3.2.3  施工位置及び施工時期 
上流フーチングからの施工とし、施工時期は堤高 15m 以上打設後とした。左右岸リム部は、地

山より明かり施工とした。 

 

3.2.4  孔の配置 
孔配置は、既設ダムでの実績を参考に設定した。 

   ①一般部：1.5m ピッチ／規定 3次孔／千鳥配孔 

   ②リム部：3.0m ピッチ／規定 2次孔／千鳥配孔 
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5. 止水設計の考え方の経緯 

（1）2002.06.25 協議 

1. 左岸リム部Ａパターンについて 

  範囲、改良目標値については、県案で適当であると考えられる。ただし、左岸尾根の前後の

高透水部の連続性を確認するため、既存のボーリング資料を用いる等して測線を増やしてルジ

オンマップの確認を行うこと。 

（2）2003.06.09 協議 

1. 右岸リム部のカーテンクラウチングは、地下水位が SWL 水位以上となることから、Bパター

ン部は施工範囲に含めないこととする。 

2. A パターン部のマサ土部分はコンクリート置き換えを行う。その際、サーチャージ水位より

上の部分は粘性土で埋め戻す（周辺土砂を使用する場合は、十分締固める）。 

3. 改良目標は、基礎排水孔を有する堤体部付近までを 2ルジオンとし、リム部側は 5ルジオン

とする。なお、局所的な 5～10 ルジオンの箇所については、右岸の浸透路長が十分に長く、水

みちとなる可能性も小さいことから、追加孔は必ずしも必要でない。 
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